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※絵手紙教室講師岩本幸枝先生の作品です。



　

各
教
室
の
申
込
み
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
か
ら
も
で
き
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

申
込
み
の
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

　

佐
久
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト

ー
ク
画
面
を
開
き
、
下
の
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
佐
久
市
イ
ベ
ン
ト
の
『
予

約
』
を
タ
ッ
チ
し
、
そ
の
中
か
ら

隣
保
館
や
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
の

『
参
加
し
た
い
教
室
』
を
選
択
す

る
と
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

★
ア
ロ
マ
教
室

　

７
月
９
日
・
10
月
22
日
、
佐
藤

恵
氏
を
講
師
に
「
ア
ロ
マ
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ロ
マ
と
は

何
か
、
効
能
、
活
用
の
仕
方
な
ど

を
学
び
な
が
ら
、
夏
の
ア
ロ
マ
ケ

ア
と
し
て
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を

作
り
、
秋
の
ア
ロ
マ
ケ
ア
と
し
て
、

万
能
ク
リ
ー
ム
等
を
作
り
ま
し
た
。

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
の
香
り
に
包
ま
れ

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

★
町
田
輝
子
先
生
の

　
　
　
　
　
　
　
料
理
教
室

　
７
月
23
日
、
新
生
姜
の
炊
き
込

み
ご
飯
、
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
、

レ
タ
ス
と
わ
か
め
の
サ
ラ
ダ
や
炭

酸
饅
頭
を
作
り
、
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

★
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

　

11
月
26
日
、
臼
田
で
そ
ば
店
を

経
営
し
て
い
る
友
野
今
朝
治
氏
を

講
師
に
、
「
そ
ば
打
ち
体
験
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

友
野
氏
か
ら
、
そ
ば
打
ち
は
、

粉
と
水
を
か
け
て
し
っ
か
り
混
ぜ

る
の
が
大
切
で
あ
る
な
ど
、
そ
ば

打
ち
の
「
こ
つ
」
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
一
鉢
（
約
５
５

０
ｇ
）
ず
つ
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

★
正
月
の
生
け
花
教
室

　
12
月
25
日
、
佐
藤
澄
子
氏
を
講

師
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

蝋
梅
・
白
菊
・
千
両
・
大
王
松
・

金
柳
・
葉
牡
丹
・
黄
菊
を
思
い
思

い
の
花
器
に
生
け
て
、
お
正
月
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

個
性
が
生
か
さ
れ
た
と
て
も
素

敵
な
作
品
が
、
華
や
か
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

佐
久
市
中
央
隣
保
館

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
受
付

始
ま
っ
て
い
ま
す

地
域
交
流
事
業
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臼
田
人
権

文
化
セ
ン
タ
ー

★
や
さ
し
い
古
文
書
講
座

　

第
２
木
曜
日
午
後
、
岩
井
信
人

氏
の
指
導
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
郷
土
学
問
研
究

者
、
井
出
道
貞
（
臼
田
下
諏
訪
神

官
）
が
著
し
た
「
信
濃
奇
勝
録
」

を
読
み
と
い
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
は
、
へ
ん
体
仮
名
が
多

く
、
漢
文
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る

箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
指

導
の
も
と
、
古
代
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

★
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

第
１
・
３
火
曜
日
の
午
後
、
佐

久
市
中
央
隣
保
館
館
長
が
講
師
と

な
り
全
14
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。

★
実
用
書
道
講
座
　

　

第
２
・
４
木
曜
日
夜
、
岩
井
一

郎
氏
の
指
導
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

中
国
の
書
家
、
顔
真
卿
の
「
多
宝

塔
碑
」
を
お
手
本
に
し
、
こ
の
詩

を
六
文
に
分
け
手
習
い
を
し
て
い

ま
す
。

★
手
話
教
室  

　

第
３
土
曜
日
の
午
前
、
岡
村
真

奈
美
氏
、
松
川
た
か
子
氏
を
講
師

に
手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
初
心

者
と
上
級
者
に
分
か
れ
て
楽
し
み

な
が
ら
日
常
会
話
を
中
心
に
手
の

動
き
や
表
情
も
豊
か
に
会
話
を
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
８
年
度
は
、
初
心

者
重
視
の
教
室
と
し
て
募
集
し
ま

す
。

 　
　
　

※
公
民
館
で
の
発
表
の
様
子

★
前
結
び
着
付
け
教
室
　

　

第
２
・
４
火
曜
日
の
午
後
、
原

幸
子
氏
の
指
導
で
、
「
着
物
を
楽

し
む
」
こ
と
を
重
点
に
和
の
心
に

触
れ
な
が
ら
、
各
自
持
参
し
た
着

物
の
着
付
け
方
を
学
び
、
着
物
を

着
用
し
て
の
茶
道
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

★
絵
手
紙
教
室

　

第
１
・
３
水
曜
日
の
午
後
、
岩

本
幸
枝
氏
の
指
導
で
、
絵
手
紙
を

描
い
て
い
ま
す
。

　

季
節
の
野
菜
や
花
、
身
近
な
生

き
物
や
風
景
な
ど
を
画
材
に
し
、

ぬ
く
も
り
や
あ
た
た
か
さ
、
自
分

の
思
い
を
絵
と
詩
に
た
く
し
ま
す
。

★
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

第
１
・
３
木
曜
日
の
午
後
、
菊

池
た
か
子
氏
に
指
導
を
頂
き
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
生

地
素
材
を
活
か
し
な
が
ら
、
基
礎

を
学
び
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作

り
ま
し
た

★
家
族
映
画
会

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し
、

い
じ
め
や
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
11
月
30
日
に
、

家
族
映
画
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
久
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
イ
ベ

ン
ト
予
約
サ
イ
ト
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

申
込
受
付
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
会
を
通
し
て
身
近
な

人
と
「
家
族
の
絆
」
や
「
人
権
」

に
つ
い
て
考
え
る
一
助
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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（
献
立
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例
）

　
梅
お
こ
わ
・
マ
カ
ロ
ニ
シ
チ
ュ
ー

　
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
・
柚
子
大
根

　
蒸
し
パ
ン
ケ
ー
キ

★
音
楽
教
室

　

音
楽
教
室
を
６
回
開
催
し
ま
し

た
。

　

柳
澤
英
美
先
生
の
指
導
の
も
と
、

季
節
に
合
わ
せ
た
歌
の
合
唱
や
ウ

ク
レ
レ
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

★
料
理
教
室

　
料
理
教
室
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
田
輝
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、

衛
生
面
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
マ

ス
ク
着
用
、
手
洗
い
を
徹
底
し
、

料
理
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
理
後
は
皆
さ
ん
で
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
献
立
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例
）

　
梅
の
お
に
ぎ
り
・
生
春
巻
き

　
手
作
り
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
・

　
わ
か
め
ス
ー
プ
・
炭
酸
ま
ん
じ
ゅ
う

 

　
音
楽
や
料
理
を
通
じ
た
交
流
で
、

参
加
者
同
士
の
良
い
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

★
成
人
書
道
教
室

　

毎
週
月
曜
日
の
夜
は
、
中
学
生

以
上
を
対
象
に
寺
尾
賢
明
先
生
の

指
導
で
書
道
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

★
児
童
書
道
教
室

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
は
、
小
学

生
を
対
象
に
町
田
輝
子
先
生
、
松

川
た
か
子
両
先
生
の
指
導
の
も
と
、

書
道
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
に
し
た
書
道
教

室
で
は
、
保
護
者
も
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
練
習
し
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

★
絵
手
紙
教
室

　

毎
月
第
１
土
曜
日
の
休
日
と
第

３
月
曜
日
の
平
日
の
午
後
に
、
絵

手
紙
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

岩
本
幸
枝
先
生
の
指
導
の
も
と
、

教
材
や
持
ち
寄
っ
た
物
を
参
考
に

季
節
の
花
や
果
物
を
描
き
素
晴
ら

し
い
絵
手
紙
が
完
成
し
ま
し
た
。

★
中
学
英
語
教
室

　

浅
科
中
学
校
・
望
月
中
学
校
の

生
徒
を
対
象
に
柴
平
浩
文
先
生
の

指
導
で
、
毎
週
水
曜
日
お
よ
び
木

曜
日
の
夜
に
英
語
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

休
日
に
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

柴
平
先
生
が
用
意
し
た
プ
リ
ン

ト
に
取
り
組
み
、
プ
リ
ン
ト
が
終

わ
っ
た
生
徒
か
ら
学
校
の
宿
題
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
課
題
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
生
徒
同
士
教
え
合

っ
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

★
生
活
人
権
相
談

　

相
談
事
業
を
地
域
に
広
げ
、
充

実
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月
第

３
土
曜
日
の
午
後
に
、
浅
科
人
権

文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ
る
、

生
活
人
権
心
配
ご
と
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
相
談
に
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

★
高
齢
者
健
康
料
理
教
室

　

地
区
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
長
生
き
会
」
を
３
回
開
催
し
ま

し
た
。

　

町
田
輝
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、

健
康
で
手
軽
に
作
れ
る
料
理
に
挑

戦
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折

や
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
た
め
、

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
な
牛
乳
な

ど
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
教

わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
調
理
を

通
し
て
自
然
と
会
話
も
弾
み
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
に
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
に
よ
る
健
康
相
談
も
併
せ

て
行
い
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
事
業

浅
科
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

地
域
交
流
事
業

地
域
交
流
促
進
事
業
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★
中
学
英
語
教
室

　

基
礎
の
復
習
か
ら
受
験
対
策
ま

で
幅
広
く
取
り
組
み
ま
し
た 

。
共

通
の
目
標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨

す
る
、
生
徒
同
士
の
貴
重
な
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

★
子
ど
も
会
と
の
交
流

　

子
ど
も
達
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
一
緒
に
歌
や
ス
イ
カ
割

り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
屋
外
で
の

流
し
そ
う
め
ん
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
活
気

あ
ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
コ
ー
ラ
ス
教
室

　

合
唱
練
習
に
加
え
、
毎
回
リ
ク

エ
ス
ト
曲
も
歌
う
こ
と
で
、
楽
し

み
な
が
ら
健
康
増
進
と
活
発
な
交

流
を
図
り
ま
し
た
。
人
権
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
「
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
」
等
を
披
露
し
、
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

★
ヨ
ー
ガ
教
室

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
と
呼
吸

を
学
び
、
日
々
の
健
康
維
持
に
役

立
て
ま
し
た
。
教
室
の
前
後
に
は
、

参
加
者
同
士
で
会
話
を
楽
し
み
、

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

★
手
芸
教
室

　

古
い
浴
衣
や
着
物
を
か
ば
ん
等

に
リ
メ
イ
ク
し
、
思
い
出
を
新
し

い
形
に
蘇
ら
せ
ま
し
た
。
人
権
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
心
を
込
め

て
仕
上
げ
た
作
品
展
示
を
行
い
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

★
大
人
の
ピ
ア
ノ
教
室
　

　

基
礎
練
習
に
加
え
各
自
が
選
ん

だ
曲
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師
の

丁
寧
な
指
導
や
教
え
合
い
に
よ
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

★
和
文
化
教
室

　

茶
道
の
作
法
や
着
付
け
を
学
び
、

伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
屋
外
で
行
っ
た
「
野
点
」
で

は
、
自
然
を
愛
で
な
が
ら
風
情
あ

る
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

★
高
齢
者
健
康
教
室

　

６
月
と
９
月
に
高
齢
者
健
康
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

６
月
は
、
市
保
健
師
に
よ
る
健

康
講
話
に
加
え
、
懐
か
し
の
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
の
演
奏
を
楽
し
み
、

そ
の
後
の
茶
話
会
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
９
月
は
、
郊
外
へ
出
て
、

自
然
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
と
も
に
、

参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

★
手
話
教
室

　

耳
の
不
自
由
な
方
と
手
話
で
会

話
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

手
話
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
人

権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
「
野

に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
を
手
話
で

発
表
し
ま
し
た
。

★
生
活
人
権
相
談

　

平
日
に
時
間
が
取
れ
な
い
方
の

た
め
に
、
第
２
・
第
４
土
曜
日
に

生
活
・
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
人
権
啓
発
講
演
会

　

９
月
に
佐
久
総
合
病
院
の
色
平

哲
郎
医
師
を
講
師
に
迎
え
、
人
権

啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

寸
劇
や
演
劇
な
ど
を
交
え
、
長
生

き
の
コ
ツ
や
人
権
、
環
境
と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
行
動
を
促
す
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

★
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

12
月
に
望
月
・
子
ど
も
人
権
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ア
ノ
、
手
話
の
各

教
室
に
よ
る
成
果
発
表
や
、
望
月

解
放
子
ど
も
会
の
茶
道
の
発
表
、

望
月
中
学
校
い
じ
め
対
策
委
員
会

の
取
組
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
工
作
や
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
多
世
代

が
交
流
を
深
め
る
賑
や
か
な
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

啓
発
・
広
報
活
動
事
業

望
月
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

地
域
交
流
事
業

地
域
交
流
促
進
事
業

休
日
開
館
事
業

に
ぎ

の
だ
て

地
域
福
祉
事
業

５ 広報佐久 令和８年３月



貸館案内

生活・人権相談事業

全講座LINEによる
申込可

※定員になり次第締め切ります。（ヨーガ教室除く）
※申込時、電話は非常につながりにくいことがありますので、佐久市公式LINEにてお申し込みいただきますと幸いです。

隣保館地域交流各講座へのお誘いカレンダー
令和８年度

市民の皆さんのご参加をお待ちしています。 
お問い合わせは、佐久市中央隣保館、各人権文化センターまでお願いします。
なお、季節性感染症や災害、設備修繕等の状況により中止・変更になる場合があります。

　下記の施設では、会議室等の貸出をしています。ご利用ください。使用時は、事前申請が必要です。貸出期間、使用料等の
詳細は、各施設にお問い合わせください。 (気象、災害、建物修繕の状況によっては、貸出を中止する場合があります。） 

実用書道講座

絵手紙教室

初めての手話教室（初級）

生け花教室

初級パソコン教室
（Windowsワード･エク
セルを学びます）  
  

前結び着付け教室

手芸教室

成人書道教室

児童書道教室

絵手紙教室

地域交流会（音楽）

地域交流会（料理）

ヨーガ教室

初心者健康麻雀教室

コーラス教室

大人のピアノ教室

手芸教室

手話教室

５月～２月 第２・４木曜日  17:30～20:30

６月～11月　第１・３水曜日  13:00～16:00 

第３土曜日　９:30～11:30 

５・７・９・11・１月　第４木曜日　
13:30～15:30

６月～11月　第１･３火曜日　13:00～16:00

６月～10月 第２・４火曜日　13:00～16:00

７月～10月 第１・３木曜日　13:00～16:00

年間（月３回・年35回程度）月曜日 
19:00～21:00
５月～２月（月３回・年30回程度）水曜日 
15:00～17:00
４月～２月　第１土曜日・第３月曜日 
13:30～15:30
不定期（年６回）９:00～12:00

不定期（年３回）９:30～12:30

６月～１月　第１・３木曜日　13:30～14:45

６月～１月　第１・３火曜日　13:30～16:30

６月～11月　第２・４月曜日　13:30～15:30
（ただし9月～11月は第4月曜日のみ）

６月～11月　第２金曜日　13:00～16:00
（ただし9月～11月は第2・4金曜日に開催）
４月～３月　第２木曜日　13:00～16:00
（ただし9月～11月は第2・4木曜日に開催）
４月～３月　第２・４土曜日　
９:30～11:30

岩井 一郎 先生

岩本 幸枝 先生

岡村 真奈美 先生
松川 たか子 先生

佐藤 澄子 先生

佐久市中央隣保館 
　 館 長 　

原 幸子 先生

菊池 たか子 先生

寺尾 賢明 先生
松川 たか子 先生
町田 輝子    先生
岩本 幸枝 先生

柳澤 英美 先生

町田 輝子 先生

井出 智衣子 先生

岡部 政也 先生
 
小林 美智子 先生

小林 美智子 先生
大井 清子    先生

小山 三保子 先生
岡村 真奈美 先生
渡辺 光子    先生

備　　考
随時受付
材料費等実費
申込受付４月７日㈫　９:00から
定員20名に達し次第終了
材料費等実費
申込受付４月８日㈬　９:00から
定員15名に達し次第終了
申込受付４月９日㈭　９:00から　
定員12名に達し次第終了
材料費等実費
申込受付５月12日㈫　９:00から
定員12名に達し次第終了　
テキスト代500円　
Windowsノートパソコン持参
※Excel・Wordが搭載されているパソコンに限ります。
前半はMS Word、後半はMS Excelとなります。
申込受付５月13日㈬　9:00から
定員８名に定員に達し次第終了
着物、襦袢、紐、帯、帯板、帯枕など着付けに必要
なものをお持ちで、着付けを覚えたい方お申し込み
ください。　テキスト代3,850円及び必要小物。
※教室初日に講師による持ち物確認を行い、必要な
　物品は実費購入いただく場合があります。
申込受付５月18日㈪　９:00から
定員10名に達し次第終了　
材料費等実費
随時受付（定員12名に達し次第終了）
テキスト代実費／中学生以上対象
随時受付（定員12名に達し次第終了）
テキスト代実費／小学生対象
随時受付（各定員12名に達し次第終了）
材料費等実費
随時受付（定員５名に達し次第終了）
無料
随時受付（定員12名に達し次第終了）
参加費1回300円
年間16回　受講料5,000円
申込受付５月７日㈭～５月15日㈮
８:30から17:15　
定員25名(抽選)
※定員に満たない場合は終了後も随時受け付けます。
申込受付５月８日㈮　９:00から
定員12名に達し次第終了
申込受付５月11日㈪　９:00から
定員25名に達し次第終了　
歌集実費
申込受付５月12日㈫　９:00から
定員20名に達し次第終了
キーボード持参　テキスト代実費 
随時受付（定員15名に達し次第終了）
材料費等実費  
随時受付（定員25名に達し次第終了）
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   編集／企画部広報広聴課（TEL 62-2111）

資源保護のため
植物性インキ／再生紙を使用しています。

　佐久市中央隣保館、各人権文化センターでは、「生活・人権相談窓口」を常時開設し、地域の皆さんの生活上の
相談や人権に関わる相談などに応じています。相談時間は下記のとおりです。

※秘密は厳守され、必要に応じて関係機関・施設などの紹介も行っていますのでお気軽にご相談ください。

佐久市中央隣保館
浅科人権文化センター
望月人権文化センター
臼田人権文化センター（※相談場所は下越同和教育集会所）

月曜日～金曜日　８:30～17:15
月曜日～金曜日　８:30～17:15
月曜日～金曜日　８:30～17:15
火曜日・木曜日　10:00～12:00

第３土曜日　９:00～12:00
第３土曜日　13:30～16:30
第２・４土曜日  8:30～12:30

佐久市中央隣保館 ☎62-0991 望月人権文化センター ☎51-1135

講座及び教室内容 日　　　時 講師・指導者

６


